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研究成果の概要（和文）：日本の中世・近世寺社内において作成された古記録がどのような経緯や事由でもって成立し
、現代にまで伝来するにいたったのか、その歴史的な実態と意義を解明するため、本研究では、京都の八坂神社に所蔵
される古文書・古記録の調査を全期間をとおして実施することができた。また、その調査の結果、八坂神社に所蔵され
る古文書・古記録の全般をほぼ正確に把握することが可能となった。とくに、近世に編纂された「祇園社記」に収めら
れる古文書・古記録の原本の存在を複数確認することができると同時に、「祇園社記」に先行して神社の歴史をまとめ
ようとする動きがあったこともあきらかとなった。

研究成果の概要（英文）：It met with in any circumstances and grounds old record that was created in Japan 
in the Middle Ages and the early modern period in the temples, or were led to the legacy to the modern, 
in order to solve its historical reality and significance, in this study , it was able to be implemented 
throughout the entire period of the study of ancient documents, old records that are holdings in the 
Yasaka Shrine in Kyoto. In addition, as a result of the investigation, it has become possible to almost 
accurately grasp the whole of ancient documents, old records that are holdings in the Yasaka Shrine.In 
particular, if it is possible to more than confirm the presence of the original was compiled in the early 
modern period "Gionshaki" to the matches are historical documents, old record at the same time, trying to 
summarize the history of the shrine prior to the "Gionshaki" that there was a movement that also became 
clear.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）研究代表者は、研究開始当初まで日本
中世・近世の都市、とりわけ京都や奈良をフ
ィールドとし、その社会史についての研究を
おもにおこなってきた。 
この両都市に共通するのは、ともに数多く
の寺社が存在することである。それはとりも
なおさず、両都市が中世・近世という時代に
おいて、日本の宗教界の中心地であったこと
も示していた。その存在は、その都市社会の
ありかたにも多大な影響をあたえており、と
りわけ京都・奈良の都市社会史の研究には、
このような寺社の存在とその影響をぬきに
して検討を加えることは不可能であった。 
そのことを念頭に研究代表者は、研究開始

当初にいたるまで、中世京都の都市祭礼とし
て知られる祇園祭（祇園会）についての研究
をすすめていた。 
 
（２）祇園祭の研究において、その基本的な
史料となったのは、八坂神社に所蔵される古
文書や古記録であった。そして、それらの多
くは、『八坂神社文書』や『八坂神社記録』
として活字化されており、これまでの研究に
おいて有益に使用されてきた。 
しかしながら、研究代表者の研究も同様だ
が、往々にしてその取り扱い方は、そのなか
の限られた古文書や限られた古記録という、
一部分の分析や検討に終始することが多か
った。ところが、現在に伝わる古文書や古記
録は、漫然と、あるいは偶然に残されてきた
わけではなかった。現在にいたるまでに、所
蔵者の取捨選択、あるいは火災や盗難などと
いった被害から懸命に守ってきた後のすが
たであるという点に注意する必要があるか
らである。 
したがって、研究開始当初の課題としては、

史料の一部分を利用するだけではなく、その
史料そのものが成立してきた経緯について
も検討を加えていく必要があると考えられ
た。 
 
２．研究の目的 
 
（１）本研究の目的は、日本の中世・近世寺
社内において作成され古文書や古記録がど
のような経緯や事由でもって成立し、現代に
まで伝来するにいたったのか、その歴史的な
実態と意義を解明することにある。 
 
（２）具体的なフィールドとしては、現在で
も祇園祭（祇園会）がおこなわれる神社とし
て知られる八坂神社（神仏習合の時代は祇園
社・感神院とよばれた）に置き、同社に伝来・
所蔵されてきた古記録、とりわけ「祇園社記」
とよばれるものをおもな対象にその成立過
程をあきらかにする。 
 
３．研究の方法 

 
（１）日本の中世・近世寺社内において作成
された日記などの古記録がどのような経緯
や事由でもって成立し、現代にまで伝来する
にいたったのか、その歴史的な実態と成立過
程あきらかにするため、基礎的な調査ならび
に実証的な研究をおこなう。 
 
（２）具体的な調査対象は八坂神社（明治以
前では祇園社）に置き、同社に伝来・所蔵さ
れてきた古文書・古記録のうち、「祇園社記」
をおもな対象として調査・検討をおこなう。 
   
（３）同時に、現在、八坂神社に所蔵されて
いる古文書・古記録の全般的な調査もおこな
う。 
 
（４）調査の過程において、古文書・古記録
をデジタル写真に記録する。 
 
４．研究成果 
 
（１）従来、八坂神社が所蔵する古文書は、
８５巻・４０冊・１帖・１通、計２２０９通
（『八坂神社文書目録』文化庁文化財保護部
美術工芸課、１９９０年）として知られてき
た。また、それらのほとんどは、『八坂神社
文書』上下巻、増補篇として刊本にされてい
る。 
本研究において、研究代表者もその一員で
ある八坂神社文書編纂委員会との共同の調
査によって、これまで知られてこなかった古
文書（中世・近世・近代）の存在を確認する
ことができた。 
 
（２）文書と同様、八坂神社が所蔵する古記
録は、「祇園執行日記」（社家記録）・「祇園社
記」・「祇園社記」御神領部・「祇園社記」雑
纂・「祇園社記」続録などとして知られてき 
た。また、それらはすべて、『八坂神社記録』
上下巻として刊行されている。 
本研究においては、文書と同じように、こ
れまで知られてこなかった古記録（中世・近
世・近代）の存在を確認することができた。 
 
（３）本研究においては、すでに知られてい
た古文書・古記録ならびに知られてこなかっ
た古文書・古記録のデジタル写真撮影を八坂
神社文書編纂委員会との共同作業によって
おこない、その全貌をおおよそ把握すること
が可能となった。 
 
（４）本研究では、八坂神社が所在する東山
に近隣する清水寺に所蔵される古文書・古記
録の調査を関連調査として、研究代表者もそ
の一員である清水寺史編纂委員会と共同し
ておこなうとともに、その整理にもあたった。 
 
（５）（１）でその存在を確認し、（３）によ
ってデジタル写真撮影をおこなった古文書



のうち、主要なもの５５９点を八坂神社文書
編纂委員会との共同作業のもと翻刻し、『新
編八坂神社文書 第一部 八坂神社文書』
（臨川書店）として刊行した。 
 
（６）（２）でその存在を確認し、（３）によ
ってデジタル写真撮影をおこなった古記録
のうち、主要なもの１８点を八坂神社文書編
纂委員会との共同作業のもと翻刻し、『新編
八坂神社記録』（臨川書店）として刊行した。 
 
（７）本研究において主要な研究対象として
いた「祇園社記」の原本調査をおこなうとと
もに、デジタル写真撮影をおこなった。 
また、東京大学史料編纂所に架蔵される謄
写本「祇園社記」との異同検討の結果、謄写
がおこなわれる以前にすでに「祇園社記」御
神領部の第一が失われていたことを確認し
た。 
 
（８）本研究において、その存在が確認され
た古記録である「祇園会馬上料足下行記」「社
中方記」「祇園社雑々日記」「祇園会山鉾事」
は、いずれも「祇園社記」に書写されたもの
として知れてきた。 
ところが、今回確認したものは、いずれも
その原本にあたり、「祇園社記」を編纂した
近世、１８世紀に祇園執行の職にあった行快
がこれらを書写したことを裏づけることが
できた。ただし、その書写にあたっては、文
字や文章の遺漏、あるいは誤って書写した部
分などがあることも今回あきらかとなった。 
 
（９）行快が「祇園社記」を編纂する以前に
も祇園社をめぐる歴史を編纂しようという
動きのあったことが、八坂神社文書編纂委員
会の下坂守氏によって教示された。 
具体的には、これまで知られてこなかった
古記録である「祇園本縁雑実記」「祇園社本
縁雑録」は、ともに寛文年間（１６６１～７
２）に作成されたものと考えられ、当時、祇
園社（八坂神社）内および周辺に伝来した古
文書や古記録を書写するだけではなく、さま
ざまな伝承も書き記されており、その時点で
の祇園社をめぐる歴史や伝承をまとめよう
とする動きのあったことがうかがわれる。 
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